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１ 調査目的 

内分泌かく乱化学物質は、微量の採取によっても人体等に影響を及ぼす可能性が指摘

されていることから、科学的に未解明な部分は多いものの健康影響への未然防止の観点

から対応することが必要であるため、市内における大気環境中の存在状況を把握すると

ともに、今後の基礎資料を得ること目的に調査を実施した。 

 

２ 調査日 

 平成 22 年 11 月 18 日～11 月 19 日 

 

３ 調査方法 

 「内分泌攪乱化学物質測定方法マニュアル（大気）（平成１７年３月財団法人日本環境衛

生センター）」により調査を実施した。 

 

４ 調査結果 

単位：μg/m3 

 真砂公園 水道局 福正寺 市役所 宮野木自排 定量下限値 

アジピン酸ジ-2-エチルヘキシル <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.002 

フタル酸ジ-2-エチルヘキシル <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 <0.03 0.03 

フタル酸ジ-n-ブチル <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.02 

フタル酸ジエチル <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.001 

フタル酸ブチルベンジル <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.001 

 

５ 調査結果の評価 

すべての項目について、環境省がこれまで実施した全国調査結果の範囲内であった。 

 

 

 

 

 

 



 

一般環境中（大気）の内分泌かく乱化学物質等調査地点 

 

●真砂公園 
 一般環境測定局 

●宮野木 
 自動車排出ガス測定局 

●市役所 
 自動車排出ガス測定局 

●福正寺 
 一般環境測定局 

●千葉市水道局 

凡例）●：調査地点 


